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鉱工業生産（Industrial Production and Capacity Utilization）

鉱工業生産 設備稼働率 生産能力

製造業 鉱業 公益 ハイテク 除ハイテク 製造業

(NAICS) 関連 関連 自動車関連 (NAICS)

15/01 ▲0.3 (＋4.5) ▲0.3 ▲1.6 ＋1.5 ▲0.3 ▲0.3 ▲0.5 ＋78.7 ＋76.9 ＋0.1

15/02 ▲0.2 (＋3.5) ▲0.4 ▲1.7 ＋3.5 ▲0.3 ▲0.5 ▲1.9 ＋78.4 ＋76.5 ＋0.1

15/03 ▲0.2 (＋2.5) ＋0.2 ▲0.4 ▲2.5 ▲0.5 ＋0.2 ＋3.3 ＋78.2 ＋76.6 ＋0.1

15/04 ▲0.2 (＋2.1) ＋0.4 ▲1.3 ▲2.6 ＋0.1 ＋0.4 ＋1.7 ＋78.0 ＋76.8 ＋0.1

15/05 ▲0.4 (＋1.4) ▲0.0 ▲2.3 ▲0.5 ▲0.1 ＋0.0 ＋2.4 ＋77.6 ＋76.7 ＋0.1

15/06 ＋0.0 (＋0.9) ▲0.1 ＋0.0 ＋0.9 ＋0.2 ▲0.1 ▲4.5 ＋77.5 ＋76.5 ＋0.1

15/07 ＋0.8 (＋1.3) ＋1.0 ＋1.1 ▲1.4 ＋0.0 ＋1.1 ＋10.6 ＋78.0 ＋77.2 ＋0.1

15/08 ＋0.1 (＋1.4) ▲0.2 ＋0.3 ＋1.6 ▲0.1 ▲0.2 ▲5.2 ＋78.0 ＋77.0 ＋0.1

15/09 ▲0.2 (＋0.7) ▲0.1 ▲2.4 ＋1.2 ＋0.4 ▲0.2 ＋0.5 ＋77.7 ＋76.8 ＋0.1

15/10 ▲0.2 (＋0.3) ＋0.4 ▲1.5 ▲2.5 ＋0.7 ＋0.4 ＋0.7 ＋77.5 ＋77.0 ＋0.1
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15年10月の鉱工業生産は、前月比▲0.2％と市場予想の同＋0.1％に反して、２ヵ月連続の減少

となった。製造業生産はドル高、新興国経済減速、在庫調整の影響を受けながらも自動車、ハイ

テクの拡大により同＋0.4％と増加に転じた。一方で、公益が例年よりも温暖な天候を受け前月比

▲2.5％と減少に転じたほか、鉱業が原油価格下落による石油掘削などの落ち込みを背景に前月比

▲1.5％と２ヶ月連続のマイナスとなり、全体を押し下げた。 

業種別では、加工金属が減少に転じたほか、食品・飲料・タバコ、アパレルが減少幅を拡大し

た。一方、木材、非鉄、一次金属、その他製造業、石油・石炭が増加に転じた。また、自動車・

同部品、一般機械、コンピューター・電子機器、繊維、化学は加速した。需要の堅調な自動車を

除く製造業生産が前月比＋0.4％と増加しており、広がりを伴って拡大した。稼働率では、鉱工業

全体が77.5％と市場予想に一致したものの低下した。一方、製造業は77.0％に上昇した。 

 

３ヶ月移動平均・３ヶ月前対比年率では、10月の鉱工業生産が＋1.7％（前月＋2.6％）、製造

業生産が＋2.3％（前月＋3.3％）と小幅鈍化したが、緩やかな拡大モメンタムを維持している。

四半期では、鉱工業生産（10月）は鉱業の落ち込みにより７－９月期比年率▲1.1％（７－９月期

前期比年率＋2.6％）とマイナスに転じた。一方、製造業生産（10月）は、７－９月期比年率＋

1.1％と７－９月期に前期比年率＋3.3％上昇した反動もあり鈍化したが、自動車の増加等を背景

に緩やかな拡大基調を維持している。 
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